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1 は じ め に

ハ トムギは耐湿性が強く,湿田でも栽培可能なことか

ら水田転作作物として栽培されている。主な栽培地域は

東北地方であり,産地ではハ トムギ商品開発により特産

化を図っている。そのため,ハ トムギの安定供給,収益

向上の面から生産力の高い品種が強く要望されていた。

「はとゆたかJは東北地方の栽培に適した熟期のやや

早い品種で,収量性が優れているため,産地のハ トムギ

栽培振興と生産性の向上に貢献することが期待されてい

る。

2育 成 経 過

本品種は昭和 63年に東北農業試験場資源作物育種研

究室 (盛 岡試験地)に おいて,早生 短得のF.-22(の

ちの「東北 1号」)を母本,晩生・中稗で多収の「奥羽 4

号Jを父本として交配し,系統育種法によって早生で短

稗・多収品種の育成を目標とし,選抜 固定を図ってき

た品種である。平成 8～ 10年度の生産力検定予備試験

において収量が高く良好な成績であつたので 平成 11

年度より f東北 3号」と地方番号を付け,育成地 (平成 13

年度より東北農業研究センター資源作物育種研究室)に

おいて生産力検定試験,県農試 (岩手県・宮城県 秋田

県)等において地域適応性を検討してきた。平成 15年

度の世代は雑種第 15代である。

平成 15年 に岩手県および宮城県において良好な成績

が得 られたので,命名登録を出願し,平成 16年 9月 に

「はとゆたかJと命名された。

3特 性 概 要

育成地での生産力検定試験などの結果に基づき 「は

とゆたか」の特性は以下の通 りである。

(1)形態的特性 (表 1)

成熟期における草丈は「はとじろう」より 3cm長 い

が “短"であり,「 中里在来」より短い。茎数は「はと

じろうJと 同等であるが,「 中里在来Jよ りやや多い。

稗径は「はとじろう」とはぼ同じで「中里在来」よりや

や細い。着粒層は「はとじろうJよ り広く,「 中里在来J

並である。葉身の大きさ (長 さと幅)は「はとじろう」

よりやや大きい。鞘状芭数は「はとじろうJよ りやや多

い。殻実の百粒重は「はとじろう」並の “やや重"であ

り,形は “長精円
Ⅲ
で,色は “茶褐色"である。

(2)生態的特性 (表 1)

出穂期は「はとじろうJと ほぼ同じで,「 中里在来」

より早い。成熟期は「はとじろう」より 4日 遅く,「 中

里在来」より5日 早い,やや早生 (“ 中の早")に属する。

「はとゆたか」の標準栽培における殻実収量は 449kノ a

で,「はとじろう」の 35徽ブaよ り 26%多 く,「 中里在

来Jの 38じkg/aよ り 9%多い。また,標準栽培のほか

多肥・標植栽培,標肥・密植栽培,多肥・密植栽培.水

田・移植栽培の試験を実施しており,それぞれの試験区

において「はとゆたか」の殻実収量は「はとじろうJよ

りも 17～ 27%多いという結果であつた (図 1)。 葉枯

病に対しては,「 はとじろう」と比べ罹病することがあ

り,葉枯病抵抗性は “やや弱"である。耐倒伏性は「は

とじろう」「中里在来」並であり,脱粒性は両品種並の

“易"である。

(3)品 質特性 (表 1)

殻実の硬さは「はとじろう」「中里在来Jよ り軟らか

い。子実歩留は「はとじろう」「中里在来」よりわずか

に低いが,同 じ “中"に属する。蛋自質含有率は「はと

じろう」よりやや低く,脂肪含有率は同等である。

「はとじろうJと 比較した,加工業者によるお茶加工

適性はやや良で,焙煎粒の外観品質は優れる(表 2)。

(4)栽培予定地における特性 (表 3)

岩手県農業研究センターにおける試験では,「 はとゆ

たかJは 「はとじろうJに比べて草丈は 5cm長 く,茎

数は少ないが,禅径,着粒層はほぼl・ 等である。「はと

ゆたか」の出穂期と成熟期は「はとじろうJと ほぼ同時

期である。殻実収量は,「 はとゆたかJは 45 7kg/aで ,「 は
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とじろう」の 374ブaよ り 22%多収であぅ。百粒重,

リットル重は上回る。「はとゆたか」の倒伏の程度は「は

とじろう」と同様 “中"であるが 「はとじろうJよ り倒

伏することもある。

宮城県農業県研究センターおよび古川農業試験場にお

ける試験では,「 はとゆたかJは 「はとじろうJと比較

して草丈は5cm程度短く,着粒層もやや狭い。出穂期は1

日,成熟期は3日 遅い。穀実収量は「はとゆたかJが 29

6kg/aで 「はとじろうJの 26 8kg/aよ り10%多収である。

達観による観察では脱粒性は「はとじろうJ並の易であ

る。

表 1 「はとゆたかJの特性概要

瀞 型 性 はとゆたか臓造3ろ
う
[尉

来
草文(cm)

表2 「はとゆたか」のお茶加工適性

製品歩留 加工品質 総合ar価  粒色(籠) 粒形  粒摘い 総合評価
やや良  やや良  やや良   優る  優る  0や 優る  優る

注 平成 14・ 15年試験。業者によって東北農研産種子

を「はとじろう」と比較した。

表 3 岩手県および宮城県における「はとゆたかJの特

性概要

試験場所     岩手県農業研究センター
 奮露鷹錆市ご曇

~

幌ヽくミはとゆたか装鮨
うはとゆたか埼鮨

う

175       172       190

茎数(本 /株)   80   84    68

186       122       127

102       53       51
76     76
65        08

99       102

125        123

728      727
929      926
296       268

110      11K

519       522

無    無

微    微

注 岩手県の試験は平成 13～15年の平均値。宮城県の

試験は平成 11～15年の平均値。但し,平成 11～ 12年は

宮城県農業センターにおける試験,平成 13～ 15年は古

川農業試験場における試験の成績である。

4ま と め

「はとゆたかJは「はとじろうJよ りも熟期が遅く,

草丈もやや高いが,収量性に優れ,加工適性が高い。育

成地および配布先の成績から,「 はとゆたか」の栽培適

応地帯は東北地方と考えられる。

栽培上の留意点としては,密植により多収となるが

倒伏することがあるので注意する。葉枯病発生時には連

作を避け,発生初期に薬剤 (ロ プラール水和剤)を散布

する。また,脱粒し易いので,刈遅れないように注意が

必要である。他家受精しやすく,他の品種やジュズダマ

と容易に交配するため,品種の特性を維持するために

採種栽培においては他の品種やジュズダマから隔離して

栽培する必要がある。

草丈(cm) 191

稗径(mm)   94
着粒層(cm)   76

葉身の長さ(cm)  376

茎数(本 /株)   81
稗径(mm)   o3
着粒層(cm)   73

鞘状包数(個 /株)  126
百粒重lg)   136

出穂期(月 日)  '23
成熟期(月 日)  026
穀実収量ng/a)  45,
対標準比(%)   122
リットル重(g)  511

葉枯病発生程度   徹

倒伏程度    中

93
69

332

97
75

392

94
74

156

129

723
925
374
100

葉身の幅(om)  37    33    38
鞘状芭数(個 /株)  123   118   112

百粒菫(g)   120   119   119
粒の形 長楕円  長楕円  楕円

粒の色    茶褐色  黒褐色  淡褐色

出穂期(月 日)  729   728   82
成熟期(月 日)  106   102   1011

５０８
微

中

茎葉重(kg/a)  961
殻実収量(kg/a)  449
対標準比(%)   126

890      1143
357       388

100       109

リット,レ重(g)   491    491    527
葉枯病抵抗性  やや弱   中    中

耐倒伏性    中    中    中

脱粒性     易    易    ら
粒の硬さ    軟   やや軟   中

子実歩留(%)  600   613   610
蛋白質含有率α)  162   174   173
脂肪含有率(%)  01    57    62

注 平成 11～ 15年 の平均。
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栽培 条件

「はとゆたかJの各栽培条件におけ

平成 11～ 15年の平均。
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